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　JAXA（およびその前身の１つである宇宙科学研究
所）では、地球を遠く離れ太陽系を旅する火星探査機
「のぞみ」、小惑星探査機「はやぶさ」、月周回衛星「か
ぐや」に、名前やメッセージを積んで宇宙に届けるキャ
ンペーンを行ってきました。そして今回は金星に探査
機を送るという機会が得られましたので、プロジェク
ト関係者の了解のもとで、国内外に広く呼びかけて
メッセージなどを集め、それを縮小印刷して探査機に
取り付けて金星周回軌道に投入することで、宇宙や地
球への関心を高め、日本の宇宙科学研究を国内外に広
く紹介しようと考えています。
　このようなキャンペーン自体は珍しいことではない
のですが、それでも「かぐや」の「月に願いを！」キャ
ンペーン以来ですから、ほぼ３年ぶりということにな
ります。また、今回のキャンペーンにはこれまでにな
い新しい点がいくつかあります。①JAXAが単独で
実施するのではなく、共同で実施するパートナーを公
募したこと。②名前等を金星に届ける活動を基本線と
して、キャンペーンのアイデアそのものを募集したこ
と。これは外部のアイデアを受け付けることで、斬新
な企画の発掘やパートナーの販路を利用したより広い
範囲へのキャンペーン展開が期待されます。③複数の
パートナーや企画を採択する（つまり、競合排他は認
めない）こと。応募のあった中から、実現可能性や、
国内外の不特定多数の人へのアピール性などを判断
し、条件付きで４件の採択を決めました。

　手始めはメッセージキャンペーンで、その名も、「お
届けします！あなたのメッセージ、暁の金星へ」。こ
のためにJAXAは、探査機の重量バランスをとるた
めに必要な12cm×８cmのアルミプレート100枚
の表面に白黒で文字などを印刷する機会を提供しまし
た。火星探査機「のぞみ」の時に行ったのと似た手法

このたび名称が「あかつき」と決まった金星探査機PLANET-C。
これを応援するキャンペーンが始まりました。
まずメッセージキャンペーンが先行で始まりましたが、
今後もさまざまな形での応援キャンペーンが進められる予定です。

パートナーの公募で
多角的なキャンペーン展開

一番星に願いを！

宇宙科学研究本部対外協力室教
授。専門は電波天文学、星間物理
学。宇宙科学を中心とした広報普
及活動をはじめ、ロケット射場周
辺漁民との対話や国際協力など
「たいがいのこと」に挑戦中。
写真は「あかつき」の前でTV取
材を受ける筆者。

阪本成一
SAKAMOTO Seiichi

です（http://www.jaxa.jp/event/akatsuki/）。
　今回のメッセージ募集は、個人向け窓口はパート
ナーである世界天文年2009日本委員会が担当し、イ
ンターネット経由で受け付けています。ご自分のお名
前（ニックネーム）などだけでもかまいませんし、家
族（ペットを含む）の分の代筆も可能です。記念乗車
券を模した証明書がダウンロードできますので、ぜひ
お申し込みください。
　一方、100名を超える団体向けには、画像を載せ
る機会も用意しました。幼稚園や学校、施設、科学館、
会社、自治体などの団体をはじめ、お祭りや天体観望
会などの機会を利用した応募も受け付けます。印刷は
白黒で、皆さんからいただいたものをさらに縮小する
ので画素数にも限りはありますが、来場者の寄せ書
き、手形、文化祭や卒業制作などの芸術作品、校庭で
人文字をつくって写真に撮ったものなど、いろいろな
可能性があると思います。自由な発想で作成したもの
を、Ａ４サイズに縮小白黒コピーして、参加人数（100
名以上）を集計の上でお送りください。
　12月25日が締め切りです。この機会をお見逃し
なく。
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インターネット申し込みの際にダウンロードできる乗車証
相模原キャンパスで試験中の「あかつき」と、メッセージの搭載予定位置

搭載するアルミプレートのイメージ
木曽町の三岳小学校での寄せ書きの様子
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額
と
首
筋
な
ど
に
蓮
の
生
地
を
使
い
茶

色
い
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
０
０
種
類
ぐ
ら
い
衣
装
の
デ
ザ
イ
ン

を
し
た
の
で
す
が
、
化
繊
は
安
全
審
査

が
厳
し
く
て
、
苦
労
し
ま
し
た
ね
。
舞

台
装
置
は
白
い
ス
ク
リ
ー
ン
を
張
っ

て
、
実
験
装
置
を
隠
し
て
も
ら
う
の
が

精
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

敦
煌
の
飛
天
が
好
き
で
踊
っ
て
い
た

私
が
、
２
０
０
１
年
に
「
宇
宙
で
飛
天

を
」
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
い
て
、
そ

れ
か
ら
実
現
ま
で
約
８
年
。
科
学
技
術

と
舞
踊
は
、
理
性
と
感
性
、
技
術
と
心

と
い
う
反
対
の
世
界
。
実
現
ま
で
こ
ぎ

着
け
た
の
は
奇
跡
的
だ
と
す
ら
思
い
ま

す
。

　

若
田
宇
宙
飛
行
士
は
打
ち
上
げ
約
半

年
前
の
一
度
の
訓
練
と
宇
宙
滞
在
中
の

テ
レ
ビ
会
議
だ
け
で
リ
ハ
ー
サ
ル
も
な

し
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

通
常
、
振
り
付
け
は
何
か
月
も
ダ
ン
サ

　

敦
煌
市
の
郊
外
に
あ
る
仏
教
遺
跡
・

莫ば
っ

高こ
う

窟く
つ

は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
要
所
で
あ

り
、
中
国
古
代
の
美
術
の
宝
庫
で
す
。

莫
高
窟
に
は
４
５
０
０
種
も
の
空
を
飛

ぶ
天
女
「
飛
天
」
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

飛
天
は
数
百
年
以
上
も
の
時
を
経
て
、

多
種
多
様
に
形
を
変
え
て
日
本
に
伝
わ

り
、
法
隆
寺
の
壁
画
に
も
色
濃
い
影
響

を
与
え
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
花
を
降

ら
せ
、楽
を
奏
し
な
が
ら
平
和
を
祈
り
、

死
者
の
霊
を
慰
め
、
虚
空
を
飛
行
す
る

も
の
で
す
。

　

今
回
、若
田
光
一
宇
宙
飛
行
士
に
は
、

敦
煌
と
法
隆
寺
に
描
か
れ
て
い
る
飛
天

の
形
か
ら
、「
飛
行
」、「
回
転
」、
そ
し

て
「
座
禅
」
の
３
つ
の
基
本
姿
勢
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

　

舞
踊
は
踊
れ
ば
い
い
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
日
常
か
ら
非
日
常
に
移
行
す

る
た
め
に
、
化
粧
で
変
身
し
て
舞
台
装

置
で
雰
囲
気
を
作
り
、
衣
装
で
演
じ
る

人
格
に
な
り
き
る
。
そ
れ
ら
す
べ
て
が

必
要
な
の
で
す
。
若
田
宇
宙
飛
行
士
に

は
仏
像
の
表
情
も
参
考
に
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

衣
装
は
帝
釈
天
の
イ
メ
ー
ジ
で
デ
ザ

イ
ン
し
ま
し
た
。
シ
ル
ク
の
生
地
に
、

2
0
0
9
年
４
月
30
日
、世
界
で
初
め
て
、宇
宙
で
の
舞
踊
が
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

若
田
光一宇
宙
飛
行
士
に
よ
る「
飛
天
」で
す
。約
1
6
0
0
年
前
の
遺
跡
に
描
か
れ
た
、天
を
舞
う

人
類
の
憧
れ
が
つ
い
に
実
現
し
た
の
で
す
。代
表
提
案
者
で
あ
る
お
茶
の
水
女
子
大
学
の
石
黒
節
子
名
誉
教
授
は
、

ど
ん
な
想
い
で
こ
の
飛
天
を
見
つ
め
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ー
と
議
論
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。
リ
ハ

ー
サ
ル
な
し
で
行
う
こ
と
は
あ
り
得
ま

せ
ん
が
、
若
田
さ
ん
は
と
て
も
ま
じ
め

に
何
度
も
や
り
直
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
く
だ
さ
っ
た
。
ふ
つ
う
の
人
は
こ
こ

ま
で
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

　

宇
宙
で
の
飛
天
の
舞
を
す
べ
て
終
え

る
こ
と
が
で
き
て
、
今
は
人
智
を
超
え

た
大
き
な
力
で
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う

敬
虔
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
来
年

１
月
８
、９
日
に
は
東
京
の
新
国
立
劇

場
で
、
飛
天
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
集
大
成

と
な
る
公
演
「
飛
天
フ
ァ
イ
ナ
ル
」
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
は
、
こ
れ
か
ら
地
上
の
人
間

の
生
活
を
楽
し
む
つ
も
り
で
す
。
聖
な

る
天
女
に
長
年
関
わ
っ
て
き
た
の
で
今

度
は
悪
女
を
い
っ
ぱ
い
演
じ
な
い
と
、

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
ま
せ
ん
ね（
笑
）。（
談
）

敦
煌
と
法
隆
寺
の
飛
天
か
ら

選
ん
だ
３
つ
の
基
本
姿
勢

お茶の水女子大学 名誉教授

石黒節子
ISHIGURO Setsuko

宇
宙
で
の
舞
を
終
え
て
、

今
は
と
て
も
敬
虔
な
気
持
ち

「飛天」に使った蓮の花

舞踊では回ることが非常に大事な要素です。
若田宇宙飛行士には絹の羽衣をまとっても
らい、水平方向と垂直方向で回転をお願い
しました。首を中心とした回転のイメージ
はあしかの動きでした。ところが宇宙では、
身体の軸があらゆる方向に変化していきま
した。無重量では、あらゆる方向にあらゆ
る姿勢で回ることが可能なのです。

宇宙では床がないため、膝を持ち上げるの
が大変だったようです。和紙でつくった蓮
の花を両手で捧げ、花びらをまいてもらい
ました。この時の若田宇宙飛行士が、と
てもうれしそうな表情で笑っています。そ
の瞬間がとても綺麗で、映像を見た人はみ
な幸せな気持ちになります。事前に東寺の
帝釈天（たいしゃくてん）の写真を宇宙に
送ってイメージを膨らませてもらいました。
上記写真9点は、「飛天プロジェクト」石黒節子／JAXA（実施）

指をそろえて腕を伸ばし、足を開かずに、
できるだけ胸を上げて上体を反らしてくだ
さいとお願いしました。若田宇宙飛行士は、
最初は緊張していたようですが、そのうち
とても上手になって、途中で動きが中断せ
ずに流れていくようになりました。


